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【総会報告】 

  2025 年 学友会総会・特別講演・懇親会 奈良 報告 

 実行委員 待鳥尚子（短 6 回生） 

2025年5月10日（土）、初夏の暑さのもと、京都医療科学大学学友会総

会がJR 奈良駅隣接のホテル日航奈良で開催されました。参加者は総会・

特別講演 71 名、親睦会 67 名でした。 

奈良支部にとっては重要なイベントで、私が支部総会に参加するように

なってから、奈良で学友会全体の総会を開催するのは初めてのことと思

います。 

開会の挨拶から功労賞、奨励賞、感謝状、特別表彰と皆さまの素晴らし

い活動と功績を称えた表彰が続き、友人の中村登紀子さんの受賞は、奈

良の地で再会できたことも相まってとても興奮しました。 

京都大学大学院医学研究科放射線腫瘍学・画像応用治療学教授の溝脇尚志先

生による特別講演『国産高精度放射線治療装置開発の道程－Vero4DRT から

OXRAY へ－』では、非常に興味深い内容が紹介されました。普段は放射線治療に

ついて触れる機会が少ないため、新たな知識を得ることができました。 

懇親会では豪華なお料理を楽しみながら、奈良支部のメンバーや先生方やたく

さんの方々ともお話ができ、大学事務局の村上氏とも大笑いしながら夜更けまで楽

しむことができました。 

総会に参加することで、先輩や同志との対話を通じて新たな視点を得られ、自分

にもできることを見つける機会がありました。また、新しいつながりも増えました。こ

の経験が学友会の意義のひとつなのかなと感じております。 

最後になりましたが、開催にあたりご尽力いただきました黒田副会長、並びに学

友会理事の皆さま、またご協力いただきました奈良支部の皆さま、ご支援いただき

ました協賛企業の皆さま、ご参加いただきました皆さま、誠にありがとうございまし

た。 
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